
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和7年度学校評価 結果

５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○活躍の場と議論の場を与え、自ら
学ぶ意欲を育てる学習指導

○学習に関するアンケートで①「めあてを
意識して授業を受けている。」、②「1時
間の授業で1回は発言している」、③「授
業中わからないところを質問しやすい」と
回答した生徒９０％以上

・課題解決的な授業を展開するための「めあて」を設定し、課題意識を自分
事として捉えることで、主体的に授業に参加するようにする。
・協同的な学習の場を設定し、対話活動を多く取り入れることで、「わから
ない」「教えて」と言える授業づくりの改善を図る。

C

・学校評価アンケートにおいて、生徒の回答は次のとおりであった。
①「めあてを意識して授業を受けている」88％
②「1時間の授業で1回は発言している」63％
③「授業中わからないところを質問しやすい」79％

・成果目標としていた数値には、いずれも届かなかった。「めあてを意識する」ことはおおむねできていたため、今後は、本時で生徒自身が「何がで
きるようになるのか」をより明確にした「めあて」を考えていくよう次年度から取り組んでいく。
・授業中に発言したり、質問したりする項目は目標値を10％以上、下回っていたことは本校の大きな課題としてとらえている。授業中の発言しやす
い雰囲気作りはもちろんであるが、学級活動において構成的グループエンカウンターを実施するなど、様々な取り組みを通して目標値に到達するよう
にしていく。

B

・授業改善や生徒の学びを深めようとする教職員の努力は評価でき、取組の方向性も適切であると感じる。その一方で、設定された成果指
標が本校の実態に合っていたかについては、見直しの必要があるため、B評価とした。特に、「1時間の授業で1回は発言している」という
項目において成果指標を90％以上とした点は、現実的には達成が難しい目標であったと考える。今回の63％という結果は決して低い数値
ではなく、日頃の授業における先生方の工夫や働きかけの成果が表れているものと受け止めている。指標設定が教職員の努力を適切に評価
できていない可能性があり、今後の改善が望まれる。【次年度への要望（補足）】・生徒の実態に応じ、段階的な伸びが把握できる成果指
標の設定を検討してほしい。・生徒だけでなく教職員の視点も生かし、授業改善の過程が見える評価を工夫してほしい。

●児童生徒が、自他の生命を尊
重する心、他者への思いやりや
社会性、倫理観や正義感、感動
する心など、豊かな心を身に付
ける教育活動

○道徳に関するアンケートにおいて
肯定的な回答をした児童生徒７５％
以上

・人権講演会（人権集会）や道徳に関するアンケートの実施
・「神埼市４か条の誓い」を具現化した道徳授業の実施

B

・「道徳に関するアンケート」において、97%の生徒が肯定的な回答をした。
・各学年で人権に関わる道徳教材を扱った。さらに、各学年の道徳担当で評価について検討し、共通理解を図った。
・人権週間や道徳の授業を通じて、豊かな心の育成に努めた。人権週間では、朝の会に佐賀県教育委員会から配信されている「生命の安全教育」動画
を各クラスで視聴し、人権集会は生徒主体の運営や発表を行うことができた。
・職員に対する学校評価アンケートでは、いじめの「未然防止・早期発見・早期対応」のため、他の職員と連携して組織的な取り組みができていると
答えた職員は９６％であった。また生徒対象アンケートで、「いじめや差別をなくすように行動している」と答えた生徒は９８％であったが、保護者
アンケートでは約６％の方が「子供たちが安心して学校生活を送ることができるよう対応していない」と答えられている。そのことは、次年度以降も
継続して意識しておかねばならないと考える。

B

・道徳アンケートや人権週間の取組、生徒主体の人権集会などを通して、豊かな心の育成に向けた学校の継続的な努力は高く評価できる。
また、教職員・生徒ともに「いじめの未然防止」や「差別をなくす行動」に対する意識の高さが数値にも表れており、組織的な取組が進ん
でいると感じる。一方で、保護者アンケートにおいて一部に不安を感じている回答が見られることから、学校としての取組や成果が十分に
伝わっていない面もあると考え、総合的にB評価とした。【次年度への要望（補足）】・未然防止や早期発見につながった良い取組事例も
積極的に共有してほしい。・学校の取組が保護者に伝わるよう、情報発信の工夫を続けてほしい。

●いじめの早期発見、早期対応
に向けた取組の充実

○定期的な生活アンケート調査で、
学校生活が楽しい（まあ楽しいを含
む）と答える生徒が９０％以上

・毎月生活アンケート調査を行い、実態の把握に努める。いじめ
を覚知した場合には、被害生徒に寄り添い、職員の連携のもと迅
速に対応し、早期解決をするとともに継続的な指導をしていく。
・いじめの対応についての研修を年間に2回は行う。
・生徒指導部会、生徒指導協議会等を通して職員間で生徒に関す
る情報を密に共有する。また、学校での生徒の様子を家庭連絡等
で保護者に伝えるだけではなく、アンケートの実施や面談等を利
用し、可能な限り情報を共有していく。

B

・学校評価アンケートにおいて、「学校生活が楽しい（まあ楽しいを含む）」と答えた生徒は95.4％となり、目標値を上回ることができた。しか
し、保護者の回答では89.5％と目標値を下回っており、今後の課題として取り組んでいく。
・定期的ないじめアンケートや学級担任、教科担任、部活動顧問から見た子どもの様子についての情報交換を行い、いじめの早期発見と早期対応がで
きた。定例の生徒指導協議会、定期的な職員連絡会でも全職員で情報を共有できた。
・SCやSSWを交えた教育相談部会を学期に１回程度行って情報交換を行い、その後学級担任等と共有した。
・気になる点については、保護者にも積極的に連絡を入れ、学校と家庭で連携した。
・学校評価アンケートにおいて、回答した生徒の９８％が「いじめや差別をなくすように行動している」と回答した。【教職員の問題行動への連絡・
報告・相談の早期対応は１００％】

A

・生徒の多くが学校生活を前向きに捉え、いじめや差別をなくそうと行動していること、また、教職員が日常的に情報を共有し、問題行動
に対して組織的かつ迅速に対応している点は、大変高く評価できる。いじめを早期に見つけ、適切に対応してきた取組の積み重ねが、安心
して過ごせる学校づくりにつながっていると感じるため、A評価とした。【次年度への要望（補足）】・いじめ対応に加え、いじめが起き
にくい集団づくりを今後も大切にしてほしい。・管理外の事案についても、早めに相談できる雰囲気づくりをお願いしたい。

●児童生徒が夢や目標を持ち、
その実現に向けて意欲的に取り
組もうとするための教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認
めてくれていると思う」と回答した
児童生徒80％以上
●「将来の夢や目標を持っている」
について肯定的な回答をした児童生
徒90％以上

・全ての教育活動を通して、夢や目標について自ら考えさせる時
間や場面を設ける。
・１年生では、１年生は、夢や目標をもつために職種を知るため
の時間を設ける。
・２年生では、「職業体験」を行い、働く大人に接し、一緒に働
くことで、働く意義について考えさせる。
・３年生では、「進路マッピング」を作成し、自分の将来を見つ
めさせる。

C

・「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思う」について、肯定的に回答した生徒は、91.2％、保護者は93％と目標値を上回った。今後も生徒に寄
り添い、褒めて伸ばす指導を継続していく。
・学校評価のアンケートにおいて、「将来の夢や目標をもっている」という項目に対して肯定的な回答した生徒は78％となり。目標値を上回ることはできなかっ
た。1年生では西九州大学への訪問、2年生では生徒が希望する職場への職場体験、2月の私立高校説明会など、今年度から新たな取り組みを行い、大きな成果を
感じていたが、学活での継続的な進路指導を実践していく必要があった。
・3年生では、「進路説明会」や「面接練習」を通して、将来の自分をより明確にイメージし、適性や進路希望に沿った志望校選択を考えることができた。
・1年生で実施した「大学訪問」や「職業人講話」、2年生で実施した「職場体験」や「先輩に学ぶ」を通して、生徒は自分自身を見つめ直し、進路に関心をもつ
ことや、夢や目標をもつことの大切さに気づく姿が見られた。

B

・生徒が「自分のよさを認めてもらっている」と感じている割合は高く、教師が生徒一人一人に寄り添い、温かく関わっていることは評価
できる。また、学年に応じた進路学習や体験的な取組により、生徒が将来について考える機会が広がっている点も成果である。一方で、
「将来の夢や目標をもっている」と答えた生徒の割合は目標値に届いておらず、取組を一過性に終わらせず、継続的に整理し、深めていく
必要があると考え、B評価とした。【次年度への要望（補足）】・「夢」と「目標」を整理し、自己評価につながる進路指導を工夫してほ
しい。・長期だけでなく、中期・短期目標を意識した継続的な指導を期待したい。

❷「望ましい生活習慣の形成」
❸「望ましい食習慣と食の自己
管理能力の育成」
❹「安全に関する資質・能力の
育成」

❷スマホ等を21時になったら保護者
に預ける生徒80％以上
❸「健康に食事は大切である」と考
える生徒90％以上
❹児童生徒の交通事故（加害・被害
問わず）を０（ゼロ）にする
❹災害に備え、自宅に防災グッズを
準備している生徒７０％以上

・スマホ利用のルールや使用時間について、PTAと連携し啓発活
動を行う。
・「弁当の日」を設け、食事づくりの技能と感謝の心を育てる。
・生徒集会等を利用して啓発活動を行うとともに、学期はじめに
登校立ち番指導を行う。
・各学年において年間1本以上、日本赤十字佐賀県支部等を活用
した防災教育を実施する。

B

❷スマートフォン等の使用に関して家庭でのルールがあると回答した生徒は51.8％にとどまっており、ルールを守っている生徒も67.1％となっているため、
PTAと連携を図りながら取り組んでいく必要性を改めて感じた。

➌食の大切さへの理解は進んでおり、93.5％が肯定的な回答であった。しかし、給食の残食率については課題があるため、生徒会と連携を図りながら、次年度以

降取り組んでいく。

➍学校評価アンケートにおいて、98％の生徒が「交通ルールやマナーを守り安全に過ごしている」と答えているものの、交通被害事故（車両と自転車の接触）が

2件発生したり、危険な道路の横断をしたり、学校から離れるにつれ、ヘルメット着用を怠ったりする生徒の姿が散見される現状である。
❹全学年において、年間一本の防災教育の実施を達成した。今年度は、家庭に防災グッズを準備している家庭の割合の増加を目標としていた。学校評価アンケー
トによると、生徒の54.6％が肯定的な回答を行ったのに対し、保護者においては、44.5％が「準備している」という回答で、意識の差に差が見られることが分
かった。

B

・食育や防災教育、交通安全指導など、計画的に取組が進められている点は評価できる。一方で、スマートフォンの使用や食の実践、交通
安全行動、防災への家庭での備えにおいて、学校と家庭との意識や行動に差が見られるため、さらなる工夫や連携が必要であると考え、B
評価とした。【次年度への要望（補足）】・食育や防災等について、家庭での実践につながる取組を進めてほしい。・スマートフォンや交
通安全について、家庭と連携した啓発をお願いしたい。・交通ルール・マナーについては、法改正の内容も含め、継続した指導と呼びかけ
をお願いしたい。

●業務改善・教職員の
働き方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在
校等時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在
校等時間の上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職
員1人当たりの年次休暇の取得日数
１４日以上

・定時退勤・年休取得積極的な推進
・部活動の活動時間の設定変更
・業務の効率化に向けた役割分担と内容の見直し

A

・これらの取組の結果、定時退勤日の定着や部活動の活動時間、時間外在校時間の抑制など、一定の成果が見られた。特に、超過勤務が月80時間に
及ぶ教職員を出さない体制づくりや、45時間以上80時間未満の教職員数の減少に向けた取組については、計画どおり進めることができた。
・本年度の「業務改善・教職員の働き方改革」に関する取組については、当初の目標に対しておおむね達成できたと評価している。
・教職員の休憩時間の確実な取得に向けた取組として、休憩時間を30分と15分に分けて取得する方法について、３学期から施行し、実際の教育活動
や校務の流れの中で無理なく取得できるかを検証し、課題を整理することで、来年度から円滑に実施できる体制づくりを進めていく。

A

・定時退勤日の定着や時間外在校時間の抑制、部活動の活動時間の見直しなど、過渡期の中にあっても計画的に取組が進められ、具体的な
成果が表れている点を高く評価する。また、超過勤務が月80時間に及ぶ教職員を出さない体制づくりが着実に進められていることは、教職
員の心身の健康を守る上でも意義が大きいと感じるため、A評価とした。【次年度への要望（補足）】・業務の精選・平準化を進め、働き
方改革の定着を図ってほしい。・表に見えにくい「隠れ残業」への配慮と相談体制を大切にしてほしい。

●特別支援教育の充
実

○障害のある生徒や支援を必要
とする生徒に配慮した教育活動

○「特別支援の視点を踏まえ、生徒
への支援を行っている」と回答した
職員が９０％以上

・支援を必要とする生徒の実態把握をし、個々に合った支援をす
るための研修や情報共有の場を設定する。
全体研修・担当者会・ケース会議等実施。

A

・学校評価アンケートにおいて、「特別支援の視点を踏まえ、生徒への支援を行っている」と回答した職員は９６％であった。
・全体研修での生徒の情報共有や、講師を招聘し、7月の二者面談前に通級指導教室に関する校内研修を行うことができた。
・困り感や支援を必要とする生徒や困り感をもっている生徒に関して必要に応じて積極的にケース会議や巡回相談を行い、専門家の助言をいただくこ
とができた。また、専門機関や医療機関につなくこともできたことは大きな成果であった。 A

・教職員の多くが特別支援の視点を意識して生徒支援に取り組んでおり、校内での情報共有や研修、専門家を交えたケース会議等が計画的
に実施されている点は高く評価できる。また、必要に応じて専門機関や医療機関につなぐなど、組織的で丁寧な対応が行われていることか
ら、A評価とした。【次年度への要望（補足）】・生徒の変化に応じた支援体制の定期的な見直しを続けてほしい。・家庭との連携を含
め、丁寧なフォローを今後も期待したい。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○職員間での生徒理
解

○活力のある生徒会活動の醸成 ○「すみそよいあじ（スリッパ並
べ・身だしなみ・無言掃除・四か条
の誓い・いじめ防止・挨拶・時
間）」を実践した生徒の割合90％

・「すみそよいあじ」と「かせち条約（礼儀作法、文武両道、思
いやり、環境保護、規則厳守、健康管理）」を合言葉に各委員会
の生徒会活動を充実させる。

B

・アンケートの結果を学年で情報を共有をして対応をした。また、ほかの生徒の良い部分なども評価をさせてその意見を掲示板に紹介をして他者理解
を図ることができた。
・生徒会役員による校門での「朝の挨拶運動」を継続的に実施した。この取り組みにより、自発的に挨拶を交わす生徒が着実に増加し、校内の活気あ
る雰囲気づくりに大きく貢献した。
・自転車ヘルメットの着用推進に向け、全校生徒で考える機会を設けるとともに、生徒会役員が中心となって意見を集約した。生徒自らが主体的に啓
発活動を企画・実行することで、学校全体での意識向上を図ることができた。

B

・アンケート結果を基にした学年内での情報共有や、生徒のよい面を評価し合う取組、生徒会を中心とした挨拶運動や交通安全への主体的
な取組などを通して、生徒理解と他者理解を深めようとする工夫は評価できる。一方で、保護者が生徒の日常の学校生活に触れる機会が十
分とは言えず、家庭と学校の相互理解をさらに深める余地があると考え、B評価とした。【次年度への要望（補足）】・授業参観などを通
して、保護者が日常の様子を知る機会を増やしてほしい。・PTAと連携し、家庭と学校の相互理解をさらに深めてほしい。

○学校・家庭・地域と
の連携

○学校で学び、家庭でしつけ、
地域で育てる協働の推進

○授業参観保護者参加率50％以上
〇学校だより等ホームページ更新月
2回実施
〇毎月学年だより、学級だよりから
の発信

・保護者や地域住民への情報発信
・地域・関係機関との連携強化
・保護者や地域住民が参加しやすい学校行事の設定
・２年生総合学習テーマを「働く人に学ぶ」とし、保護者に事業
所を紹介してもらい、保護者・地域を巻き込みながら、一緒に
なって子供を社会で育てる意識を高めてもらう機会とする。 B

・授業参観の参加率は、49.4％となり目標値を下回った。「親子ふれあい」や「菱華祭」は参加率が高かったが、「ふれあい道徳」や「日曜授業参
観・フリー参観」は参加率が低かったため、周知方法も含め検討していく。
・各学年とも毎月学年だよりを発行し、学年の教育活動や学校行事における生徒の様子を発信した。また、ホームページは学校だよりと月行事の更新
を行い、月2回以上更新できた。
・３年では、特に入試事務に関する内容や学年行事への参加依頼について、LEBERで配信した。
・１月の２年生の親子ふれあい活動は、前半の立志式の後半に実施した。保護者と一緒にフォトフレームを作成して、楽しそうに会話しながら作る様
子が見られた。２月には私立高校説明会を実施した。親の参加率は約８５％であった。親子で早めに進学についての意識が高まった様子であった。
・１年の親子ふれあい活動では、ボンドアートに取り組んだ。一緒に作品を制作することで、楽しさを共有しながら自然と会話も生まれ、親子のつな
がりがより深まる時間となった。

B

・親子ふれあい活動や学年行事については参加率が高く、家庭と学校が関わる機会は一定程度確保されていると感じる。一方で、授業参観
など日常の教育活動に触れる機会への参加が伸び悩んでおり、保護者が普段の子どもたちの学校生活を知る機会が十分とは言えないことか
ら、B評価とした。【次年度への要望（補足）】・授業参観について、参加しやすい実施方法や周知の工夫を検討してほしい。・PTAと連
携し、家庭・地域と学校をつなぐ取組を一層進めてほしい。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・本年度は、教職員の組織的な取組により、全体として目標をおおむね達成できたと評価する。一方で、十分な成果に至らなかった項目については、次年度に向けて現状分析と取組の再検討を行い、校内の充実と学校外との連携強化を図っていきたい。
・各領域で一定の成果が見られ、全体としては評価できる取組であったと考える。今後は、目標未達の要因を整理し、学校内の指導体制の充実と家庭・地域との連携を生かした改善を進めていくことを期待したい。
・全体として目標はおおむね達成できたが、課題も明らかになっている。次年度は、現状分析を踏まえ、校内の取組充実と学校外との連携強化により、さらなる改善を図っていきたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・全体を通じて目標をおおむね達成できたと考える。
・目標到達が十分達成できていない項目もあるので、現状分析とともに課題の洗い出しや具体的取組の再検討が必要である。
・学校内での指導の充実を今後も進めるとともに、学校外との連携を再構築していく必要がある。（保護者や地域、関係団体との連携）

２　学校教育目標 自他のよさに目を向け、夢に向かって挑戦し、粘り強く学び続ける生徒の育成

３　本年度の重点目標
（１）絆づくり：　・出番、役割、承認のある学級経営、学年経営　・「居場所づくり」と「絆づくり」を通した不登校の未然防止　・生徒主体の生徒会活動の推進　・あいさつ運動の充実　・「生命尊重」、「思いやり」、「規範意識」の育成
（２）授業づくり：・学習習慣、学習規律の徹底　・「できた」「わかった」の声が響く授業づくり　・家庭学習につながる授業の工夫　・特別支援教育の視点に立った個別指導の充実
（３）支援・体制づくり：　・基本的生活習慣の確立（早寝・早起き・朝ごはん）・体力の向上　・キャリア教育の推進

学校名 神埼市立千代田中学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●心の教育

●健康・体つくり

最終評価 学校関係者評価


